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行政書士試験 田島講師の直前応援講座 

時事テーマ出題予想 講義 

講師 アガルートアカデミー 田島圭祐 

 

１．女性初の総理大臣と女性活躍 

一 「女性初の総理大臣」をめぐる動き 

①自民党総裁選と女性候補 

・過去の総裁選において高市早苗氏や野田聖子氏ら女性議員が立候補。  

・2024 年自民党総裁選では、高市早苗氏が第 1回投票でトップの 181 票を獲得するも、

決選投票で石破茂氏に敗れる。 

 →憲政史上初となる「女性首相」誕生への期待と議論が大きく高まる。  

・2025 年 10 月の総裁選で小泉進次郎氏との決選投票の末、高市早苗氏が自民党総裁に

選ばれる。 

・首相指名選挙を経て、憲政史上初の女性内閣総理大臣が誕生。 

②主要国の女性リーダー 

・イギリス：サッチャー、メイ、トラス 

・ドイツ：メルケル（首相） 

・イタリア：メローニ（首相） 

・台湾：蔡英文（総統） 

・韓国：朴槿恵（大統領） 

 →G7 諸国をはじめ世界各国で女性首脳が誕生する中、日本は 2025 年に高市政権誕生 

 

二 国会における女性議員比率 

①衆議院の女性議員割合 

・第 50 回衆議院議員総選挙（2024 年）において、女性当選者は過去最多の 73 人（約

15.7％）。 

 →過去最多となったものの、国際的には依然として極めて低い水準（世界 140 位中

盤）。 

②参議院の女性議員割合  

・参議院全体の女性議員比率は約 30％（定数 247 人中 74 人台）。 

 →衆議院（約 14.6％）に比べて参議院の方が女性比率が高いのが日本の特徴。 

③列国議会同盟（IPU）等の国際比較 

・世界の国会議員（下院・一院制）の女性割合平均は約 27％。 

・日本は衆議院が約 15％と、OECD 加盟国や G7 の中でも最下位争い。 

  


